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　日本国内では，特に新第三紀の堆積岩地帯や火山体周辺の熱水変質岩地帯において，スメクタイトを含む地

層で地すべりが頻繁に発生している。大変位を受け残留せん断状態にあるスメクタイトに富む粘土は摩擦係数

が小さく，これを滑材とする地すべりは非常に緩やかな斜面でも安定を損ないやすい。また，その移動速度は

0.01～0.1 mm/min前後での観測例が統計的にも多く，毎年同じような時期に緩慢な移動を繰り返す特性があ

る。地すべり多発地帯として知られる新潟県内で発生した地すべりの動態観測によると，寒候期に多様な運動

パターンを示すことが明らかとなっている。晩秋期や積雪初期から移動を開始するものや，厳冬期に移動を開

始するもの，融雪期に移動するものがあるが，このような多様な運動パターンを規定する要因がよくわかって

いない。そこで筆者らは，浅い小規模な地すべりほど晩秋から積雪初期に移動を開始する事例が多いことに注

目し，地すべり面を含む不撹乱試料を用いた繰り返し一面せん断試験や，再構成した粘土を用いたリングせん

断試験により，粘土の残留強度の温度依存特性を検証した。その結果，スメクタイトに富む粘土は，0.1

mm/min以下の低速条件において，低温環境ほど摩擦抵抗が低下する特性があることが判明した。つまり，寒

候期に緩慢な地すべり移動を生じる要因として，間隙水圧の変動以外に季節的な地温変動が関与している可能

性が示唆される。せん断速度によって温度依存特性が変化する要因としては，せん断面におけるスメクタイト

粒子の配向状態が関与しているものと考察している。 
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